
































































た公立大学ボウリング・グリーン州立大学（Bowling Green State University）
で学び，南山大学に交換留学生として来日した。日本在住が30年を超える
著者は，通訳，翻訳家，英語講師として活動するかたわら，オンラインマガ


























































らすことに抵抗感がなくなっていくかもしれない（Drew Desilver, “In the
U.S. and abroad, more young adults are living with their parents,” May 24,


















明するのに，日本人は「私の仕事は英語教師です」（My job is an English
teacher.）と言いがちだが，ネイティブ・スピーカーは“I teach English.”
とストレートに言う。3語，すなわちSVO（主語＋動詞＋目的語）で伝える
方法を学ぶと，本書で学んだ英語の発想法を再確認できるであろう。
また，マヤ・バーダマン『英語のお手本：そのままマネしたい「敬語」
集』（朝日新聞出版，2015年）も勧めたい。メールの書き方，問い合わせ，
電話対応，謝罪，確認・催促など，日本語でもどう言うべきか悩む言い回し
が懇切丁寧に解説されており，文字通り今日からすぐに使える例文が満載で
ある。英語の丁寧な表現は，日本語の敬語のように動詞自体を変える（例
食う，召し上がる，いただく）のではなく，仮定法を用いることが多い。仮
定法はグローバル時代のビジネスパーソンに不可欠の英語力である。英語に
おいても，相手の状況を気遣いつつ，自分の状況と要望を明確に伝える礼儀
正しい文章を書けることが，成功の秘訣となる。そうすれば，アメリカ人は
率直な言い方を好むと思うあまり，アメリカ人でもしないようなきつい物言
いをする失敗を防げる。
最後に，幕末に日本人が英語を使った際のエピソードを紹介したい。1853
年にペリーが浦賀へ来航した際，浦賀奉行所の船に当番与力だった中島三郎
助等とオランダ通詞の堀達之助が乗り，旗艦サスケハナ号に横付けした。艦
１８０ 桃山学院大学社会学論集 第51巻第1号
上の中国語通訳ウィリアムスとオランダ語通訳ポートマンが，「ペリー提督
は最高位の役人以外は会わない」と追い返そうとしたが，堀が“I can
speak Dutch.”と呼びかけ，交渉の糸口をつかんだ（松本健一『開国・維新
1853～1871』，日本の近代 1，中央公論社，1998年，10-11頁）。まさに，
SVOを地で行く，簡潔で力強い文である。正確には，助動詞のcanが入るの
で，4語であるが。ちなみに，オランダ通詞の堀が英語を話せたのは，1808
年のフェートン号事件（英国軍艦フェートン号がオランダ船を捕獲すべく長
崎港に侵入した事件）以来，長崎のオランダ通詞たちが英語を学んできた成
果である（国立国会図書館「江戸時代の日蘭交流 第2部 トピックで見る
3．オランダ語の学習」，http://www.ndl.go.jp/nichiran/s2/s2_3.htmlを参照）。
ペリー来航時の通詞については種々の参考文献に書かれているが，堀達之助
の子孫で，名古屋学院大学名誉教授の堀孝彦が，日本通訳翻訳学会第10回
年次大会（2009年）で行った基調講演のURLを付しておく（http://jaits.jpn.
org/home/kaishi2009/pdf/01-kouen.pdf）。
キャサリン・A・クラフト『日本人の9割が間違える英語表現100』
（筑摩書房，2017年，221頁） １８１
